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研究成果の概要（和文）：研究期間内に合計25回の経済実験を実施した。実施場所は、大阪大学の経済実験ラボ
だけでなく、もっと幅広く実験参加者を集めるために、関西大学経済実験センター（CEE）やミャンマーのヤン
ゴン経済大学でも実施した。これまで研究成果を国内外の学会やセミナーで報告をし、様々なフィードバックを
得た上でよりより研究論文になるように鋭意分析をしている。第10回行動経済学界では招待公演を行なった。ま
た、ESAが主催する国際学会に参加し、研究成果を報告した。追加実験を含めた研究成果を、2018年6月にフンボ
ルト大学（ベルリン・ドイツ）で開催される国際学会で報告する予定である。

研究成果の概要（英文）：We have so far conducted experiments in 25 times not only at Osaka 
University's lab but also at labs of other institutions such as Kansai University (Japan) and Yangon
 University of Economics (Myanmar) to increase the variation in subjects by characteristics or 
backgrounds. We presented our research results at various domestic and international conferences/ 
seminars (the Asian-Pacific Meeting of the Economics Science Association, Asian Meeting of the 
Econometric Society, ESA World Meeting, North-American ESA Meeting, and the 10th Annual Meeting of 
the Association of Behavioral Economics and Finance). We conducted additional experiments and will 
present new results in the international meeting held at Humboldt University (Berlin) in June, 2018.
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１．研究開始当初の背景 

研究開始以前から、伝統的な経済学では、個
人の選好は変化しないものと想定し、経済環
境の中で自分の効用を最大にするように合
理的に行動するものと考えられてきた。その
際、人々が金銭的なインセンティブに対して
どう反応するかという点にのみ研究の焦点
が与えられてきた。しかし、人々は市場シス
テムで規定される金銭的なインセンティブ
にのみ反応するのではない。人間は、互恵的
な行動すべきとか、利他的な行動をすべきと
いう社会規範に基づいて行動することが多
い。人々の行動が狭い意味の市場規範だけで
はなく社会規範に基づいているということ
は、近年の行動経済学の研究の蓄積によって
明らかにされてきた。既存の研究の多くは、
社会規範によって人間の行動がどのような
影響を受けるか、市場規範との関係はどうな
っているか、ということに焦点が当てられて
きた。しかし、最近では、市場メカニズムの
導入が社会規範をどのように変化させるか
という研究が始まっている。例えば、Falk and 
Szech (2013)の最新の研究では、市場メカニ
ズムの導入が人間の持つ社会規範に与える
影響を実験室実験から観察した。研究開始当
初、社会規範の決定要因や制度の探求は、今
後課題となる社会的問題のソルーションを
見つけ出すために必要であった。 
 

２．研究の目的 

経済活動を規定する制度や経済システムと
社会規範の関係に関する研究は、最近注目さ
れているが、国別データによるマクロ分析に
限定されている。個人レベルの社会規範に着
目した研究はデータの制約上少ない。本研究
の目的は、制度が個人の社会規範の遵守に影
響を与えるかを経済実験からデータを収集
し検証することである。具体的な制度として、
（１）市場メカニズムの導入、（２）投票ル
ールによる集団決定プロセスの導入、（３）
委託・委任制度の導入を取り上げる。そして、
社会規範の遵守を測る指標として、「発展途
上国の子供達にワクチンを寄付するかどう
か」を採用する。制度を外生的に導入するこ
とで、被験者が報酬を受けとるよりもワクチ
ンを送付することを選択すれば社会規範を
遵守する意識が高まったと判断できる。本研
究では、特に経済実験における最適な方法に
ついて検討・考察することに重きを置く 

 

３．研究の方法 

第一に、経済実験を実施するための実験環境
を整える。具体的には、（１）実験室の整備
（実験を遂行する上でのプログラムのイン
ストール、パーティションの設置、PC のバー
ジョン・アップなど）（２）被験者の招集、（３）
実験用インストラクションの作成、（４）経
済実験用のプログラムの作成である。被験者
として研究代表者や研究分担者が勤める大
学の学生を招集する。第二に、経済実験を実

施する。実験内容は、（１）市場経済メカニ
ズムの導入、（２）投票による集団決定プロ
セスの導入、（３）委任・委託制度の導入で
あり、それらが被験者の社会規範に与える影
響を観察する。各実験は複数回実施し、でき
るだけ実験データを増やす。第三は、実験か
ら得られたデータを分析することである。実
験データから被験者の社会規範の欠如・遵守
を決める要因を探り、社会規範を遵守しなが
ら個々の利益を追求する市場システムや制
度設計を模索する。最後に、研究結果を論文
にまとめる。研究論文は学会で報告し、国際
学術誌に掲載されることを目指す。 
 
４．研究成果 
本研究は、平成 28 年度から採択された「JSPS
課題設定による先導的人文学・社会科学研究
推進事業」（実社会対応プログラム）の研究
と連動している。この研究プロジェクトは継
続しているが、現在の時点での研究成果は以
下の通りとなる。 
 
（１） 経済実験の実施 
この 3 年間で合計 25 回の経済実験を実施し
た。特に、「投票による集団決定プロセスの
導入による社会規範への影響」に関する研究
の経済実験は 12 回実施した。実施場所は、
大阪大学経済学研究科、および社会経済研究
所の経済実験ラボだけでなく、もっと幅広く
参加者（被験者）を集めるために、関西大学
経済実験センター（CEE）やミャンマーのヤ
ンゴン経済大学やモンユア経済大学でも実
施した。特定の学生を被験者にするのではな
く、異なるバックグラウンドを持つ被験者か
ら実験データを収集することで、より普遍的
に仮説検定ができ、比較分析が可能となった。 
 
（２） 研究成果報告 
「投票による集団決定プロセスの導入によ
る社会規範への影響」に関しては、これまで
研究成果を国内外の学会やセミナーで報告
し、様々なフィードバックを得た上でよりよ
り研究論文になるように鋭意分析をしてい
る最中である。国内では、第 10 回行動経済
学会（一橋大学）において講演に招待された。
海外では、the Asian-Pacific Meeting of the 
Economic Science Association, Asian 
Meeting of the Econometric Society, ESA 
World Meeting, North-American ESA Meeting
に参加し、論文を報告した。一度論文として
まとめられたが、追試実験の結果も含めてま
とめるため、現在改訂中である。追加実験を
含めた研究成果は、2018 年 6 月にフンボルト
大学（ベルリン・ドイツ）で開催される国際
学会で報告する予定である。「委任・委託制
度の導入による社会規範への影響」に関して
は、主にミャンマーのヤンゴン経済大学やモ
ンユア経済大学の学生を実験参加者（被験
者）として実施した。多くのミャンマー国民
は仏教徒であり、利他性が高く、寄付をする



傾向が高いと言われている。両校の研究者の
協力を得て、現在データを分析し、今年中に
論文を上梓する予定である。「市場経済メカ
ニズムの導入による社会規範への影響」は大
阪大学の学生を実験参加者（被験者）として
数回実験を実施した。実験結果をまとめて論
文にまとめる予定である。 
 
（３） 派生研究 
当初の研究内容に加えて、研究内容に関連す
る派生研究も行った。社会規範を決定要因の
１つとしてリスクに対する態度や損失に対
する態度が考えられる。各個人が持つリスク
回避性や損失回避性を測ることは大変難し
い。派生研究の１つとして、それらの２つの
回避性の指標を経済実験から算出すること
を試みた。また、人々はリスク回避性向にあ
るのか、それともむしろ損失回避性向にある
のかを識別した。本研究に関する経済実験を
数回実施し、まとめられた研究成果は国内外
のセミナーやコンファレンスで報告し、様々
フィードバックをもとに現在改訂中である。
その他の派生研究として、時間非整合性に関
する経済実験を実施した。行動・選択の先延
ばし傾向は規律の妨げと考えられる。先延ば
しをやめるために必要な commitment device
として learning process を導入し、その効
果を検証した。この実験に関しては数回プレ
実験を実施し、近々本実験を実施する予定で
ある。 
 
（４） 一般の人々に対する講演 
研究成果を研究者が集まるセミナーやコン
ファレンスだけでなく、一般向けの講演を行
い、多くの人々に研究の重要性を踏まえた上
で研究成果をわかりやすく解説した。講演し
たのは、「ヒトと人の社会 －実験から読み
解く経済と社会−」ナレッジキャピタル超学
校 大阪大学×ナレッジキャピタル、CAFE 
Lab, グランフロント大阪、高校生向けの夢
ナビ TALK、大阪大学経済学同窓会（大阪）、
東京待兼会である。 
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